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研究成果の概要（和文）：東インドで作成されたと考えられるサンスクリット写本について、識語を中心に研究
をおこなった。写本識語をできる限り正確に解読するため、国内外のサンスクリット写本所蔵機関で実見調査を
実施した。識語に年代や日付が含まれる場合は西暦換算を試み、地名・寺院名・王名・筆写者・寄進者・所有
者・肩書等を収集した。なかでも、15世紀に東インドで大乗仏教徒が活動していたことを実証する写本識語を写
真とともに公刊できたことは、仏教史研究において意義深い。さらに、識語から作成年代の確定した個人所蔵写
本1点について、放射性炭素年代測定を実施した結果、その作成年代が理化学的にも実証された。

研究成果の概要（英文）：The project focused on the study of colophons of Sanskrit manuscripts 
originating in Eastern India. In order to decipher the colophons as accurate as possible, I have 
conducted actual surveys of manuscripts housed in Japanese and foreign institutions. In the case of 
dated colophons, I have tried to determine the exact dates and to convert the Indian dates to the 
Common Era. I have also collected such data as places, monasteries, rulers, scribes, donors, owners,
 titles, etc. connected to the colophons. The publication of colophons confirming the activities of 
Mahayana Buddhists in Eastern India in the 15th century CE, together with their digitized images, 
constitutes an important contribution to the understanding of the Buddhist history. Moreover, a 
radiocarbon test has confirmed the copying date of a Sanskrit manuscript in a private collection 
whose colophon is dated.

研究分野：サンスクリット文献学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「インド仏教は13世紀初頭に滅亡した」という従来の通説を覆し、15世紀まで東インドで大乗仏教徒が活動して
いたことが、年代・日付、村落名・筆写者名・所有者名・肩書を明記する複数のサンスクリット写本識語によっ
て明らかとなった。個人所蔵のサンスクリット写本について実施した放射性炭素年代測定は、作成年代の確定し
たサンスクリット写本を測定対象とした最初の事例となった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 19世紀以降、ネパールから世界各地の研究機関・図書館・博物館・美術館等にもたらされた
サンスクリット写本の中には、もともと東インドで作成された後にネパールに移送された写本
が含まれていることが知られている。これら東インドに由来するサンスクリット写本の識語は、
当時のインド人が自ら記した同時代史料として、東インド中世史研究に用いられてきた。さら
に、東インド由来のサンスクリット仏教写本には細密画を含むものが多く、インド美術史研究
にも極めて重要な資料となってきた。文献学的にも、東インド写本は多くのネパール写本より
も書写年代が古いため、個々の校訂本では参照されることもあった。しかし、東インド中世史
研究やインド美術史研究で重視されてきたのに比べ、仏教文献学・サンスクリット文献学の分
野で東インド写本の識語を包括的に扱う研究はこれまでほとんど見られなかった。 
 
２．研究の目的 
 日本を含む世界各地の所蔵機関に散在する東インドに由来するサンスクリット写本、特に仏
教写本の調査を実施し、識語をできる限り精確に解読した上で、識語に含まれる様々な情報（筆
写年代・地名・寺院名・王名・筆写者・寄進者・所有者・肩書等）を収集し、年代・日付が明
記される場合は書写年代を確定させることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 まず既存の写本カタログや校訂本の記述を手掛かりに、東インドで作成されたと考えられる
サンスクリット写本を抽出した。所蔵機関で閲覧可能な場合は、実見調査で識語を解読しなが
ら電子テキストとして入力しデータを蓄積した。識語に年代・日付が記されている場合は、イ
ンド暦換算ソフトウェアMichio Yano & Makoto Fushimi, Pancanga Vers. 3.13を応用し、西
暦換算と作成年代の確定を試みた。さらに、識語の記述に基づき西暦 1153年 6月 20日に書写
完了したことを確定できるサンスクリット写本について、東京大学総合研究博物館のコンパク
ト AMS（加速器質量分析）装置を使って放射性炭素年代測定を実施した。識語に記される村
落等の地名は、インターネット上で公開されている現代インドの地名データベース India Place 
Finder (東京大学大学院人文社会系研究科 水島司研究室)を利用しながら地名の比定を試みた。
つまり、ソフトウェアによって時間を、データベースによって空間を特定しながら研究を進め
た。複数の写本識語に記される Kapasiaという村落名に関しては、ビハール州ガヤー県のカパ
シヤー村に比定できる可能性があるため、同村で現地調査を実施した。 
 
４．研究成果 
 国内では、東京大学総合図書館と大正大学附属図書館で集中的に実見調査をおこなった。大
正大学附属図書館では OPACで所蔵確認ができる全写本の識語調査が完了した。その結果明ら
かになった、書写年代・地名・寺院名・筆写者名・寄進者名・所有者名等の情報は、吉澤秀知
「大正大学附属図書館所蔵ネパール写本目録」『大正大学綜合佛教研究所年報』39 (2017): 
137-154に取り入れられた。 
 国外では、イギリス・アイルランド・フランス・スイス・アメリカ・インドの写本所蔵機関
で実見調査を実施した。 
 大英図書館では、東ベンガル出身の仏教僧 Vanaratna (1384-1468)の蔵書であることが識語
に明記される、サンスクリット文法学関連写本を実見調査し、雑誌論文①を刊行した。当該論
文には、識語を含むフォリオのカラー写真を同館の許可を得て掲載した。識語に記される
Kapasiaという村落名は、現代インドの地名データベース India Place Finder (東京大学大学
院人文社会系研究科 水島司研究室)を利用し、ビハール州ガヤー県のカパシヤー村に比定でき
る可能性が高まった。同村で現地調査を実施した結果、当該写本が作成されたことを直接示す
証拠は発見できなかったものの、同村出土とされる触地印仏像（写真を雑誌論文①に掲載）は、
かつて仏教徒が同村に居住していたことを示唆する。識語にヴィクラマ暦で記される年代・日
付は、インド暦換算ソフトウェアMichio Yano & Makoto Fushimi, Pancanga Vers. 3.13で、
問題なく西暦換算でき、作成年代（西暦 1421年 9月 29日月曜日および西暦 1422年 11月 13
日金曜日）が確定した。その結果、「インド仏教は 13世紀初頭に滅亡した」という従来の通説
を覆し、15世紀前半まで大乗仏教徒がビハールで活動していたことが確実となった。筆写者は、
仏教徒である可能性が高い Vagisvaraという名の書記である。Vanaratnaがボード・ガヤー周
辺に滞在中、作成を依頼したと考えられる。 
 実見調査を実施した写本所蔵機関のうち、インド・ワーラーナシーのバナーラス・ヒンドゥ
ー大学 Bharat Kala Bhavan（インド美術館）、インド・ムンバイーの Chhatrapati Shivaji 
Maharaj Vastu Sangrahalayaとアイルランド・ダブリンのチェスター・ビーティ図書館は、
サンスクリット写本を所蔵することが報告されてはいるが、写本目録が公刊されていないため
文献学研究者にはほとんど知られていない。調査の結果、予想を上回る分量の写本を所蔵して
いることが判明した。 
 写本の年代決定に関しては放射性炭素年代測定も実施した（雑誌論文④）。古宇田亮修氏所蔵
サンスクリット法学文献 Gopala 著 Krtyakamadhenu 貝葉写本は、識語の記述に基づき西暦
1153 年 6 月 20 日に書写完了したことが確定するが、東京大学総合研究博物館のコンパクト
AMS（加速器質量分析）装置を使って同写本の放射性炭素年代測定を実施したところ、IntCal13



（北半球用の較正データ）による較正年代が書写完了日よりもやや古い年代を示すのに対し、
SHCal13（南半球用の較正データ）による較正年代には書写完了日が含まれることが判明した。
この結果は、インド洋からの南西季節風が雨季をもたらすインド亜大陸の植物の場合, SHCal
を適用した方がより適切な較正年代を得られる可能性を示唆している。インド亜大陸のサンス
クリット写本についてこれまでに行われた放射性炭素年代測定が、いずれも作成年代が確定し
ない写本を測定対象としたのに対し、本測定は作成年代の確定したサンスクリット写本を測定
対象とした最初の事例となった。 
 写本識語と並び、東インド中世史研究で重要な同時代史料は、銅板等の碑文である。研究協
力者の古井龍介は、東インドに由来する複数の銅板文書を出版した。特に、ゴーパーラ 4世と
マダナパーラのラジブプル銅板文書に関する雑誌論文⑦では、当該文書に記される日食の日付
確定やパーラ期写本識語の参照など、研究代表者の研究協力の成果が反映されたものとなって
いる。 
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